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見られることの忌避感

活動を反映するアウェアネス表示は存在や活動を感じさせる効果

相手が見えることの間接効果

相手が見えることの負の効果

見られることに忌避感は持たれなかった※

活動を反映するアウェアネス表示は
コミュニケーションの取りやすさにポジティブに影響する可能性

テレワークにおけるコミュニケーションの取りづらさ
相手が見えることの直接効果

実オフィス

現在の
テレワーク

提案

電源Onのみメンバ

VOログインメンバ
（活動を反映して変色）

アウェアネス共有（ログイン）画面 バーチャルオフィス（VO）

自分を含むメンバ
（近づくとビデオチャット可能）

ログイン（出勤）

電
源
オ
ン

個人作業 共同作業

個人作業 共同作業

個人作業 共同作業アウェアネス
共有

バーチャル
オフィス

アウェアネス

実験参加者：同じ研究室の5人

４．実験

（遠隔会議システム）（オフィスアプリ）

（多様な会話の場）（メンバの状況がわかる）

（活動状態推定には本研究室で開発した
割り込み拒否度推定システムを使用）

＋

個人作業と会話のギャップを埋めるアウェアネス共有を
わずかな忌避感で行える可能性

・共有しなかったアウェアネスの共有

・アウェアネス以外の機能の充実

今後

話しかけやすさと連帯感はVOでも十分な効果が得られなかった

目的

・電源ON状態
・VOログイン状態

・存在感

・活動感

・話しかけやすさ

・連帯感

・見られることの忌避感
VO側の機能も充実させる必要がある

欠落

・業務効率低下[国土交通省, 2022]

・孤立[Boell, et al., 2013]

・帰属意識の喪失[Mann & Holdsworth, 2003]
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活動感存在感
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連帯感話しかけやすさ
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直接効果 間接効果

負の効果

それぞれの状態で10分間研究活動

→ 主観評価

評価項目

相談・雑談等

※
・実験参加者（本研究室メンバ）は活動量の共有に慣れ
・チームメンバのみでの共有が前提
・オフィスアワーを想定して主観評価

相談・雑談等

アウェアネス共有による存在感や活動感，
コミュニケーションの取りやすさへの効果の検証


